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常
任
委
員
会
審
査建

設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

南
相
馬
市
被
災
地
地
域
農
業
復
興

総
合
支
援
事
業
に
係
る
農
業
用
施

設
等
の
無
償
貸
付
及
び
譲
与
に
関

す
る
条
例
制
定

質　

疑　

野
菜
工
場
な
ど
で
野
菜

を
作
っ
た
と
し
て
も
、
原
発
事
故

の
風
評
被
害
は
今
後
数
年
間
続
く

と
思
わ
れ
る
、
そ
の
対
策
と
見
通

し
に
つ
い
て
。

答　

弁　

県
内
の
大
手
量
販
店
と

取
り
扱
い
の
相
談
を
進
め
て
い

る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に

よ
る
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
24
年
度
南
相
馬
市
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

質　

疑　

復
旧
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
。

答　

弁　

小
高
区
の
北
部
水
道
に

つ
い
て
は
、
予
定
よ
り
早
く
進
み

今
月
末
で
全
域
復
旧
す
る
予
定
。

西
部
水
道
は
、現
在
漏
水
調
査
中
、

予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
24
年
度
南
相
馬
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
24
年
度
南
相
馬
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

質　

疑　

日
本
デ
ル
モ
ン
テ
の
撤

退
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
契
約
に
よ

り
供
給
し
て
い
た
日
量
800
ト
ン
の

工
業
用
水
が
解
約
と
な
る
が
、
渋

佐
地
区
に
造
成
さ
れ
る
工
業
団
地

へ
の
活
用
は
。

答　

弁　

解
約
と
な
る
日
量
800
ト

ン
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
か
ら

丸
三
製
紙
と
供
給
の
契
約
を
締
結

し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、
余
分

な
工
業
用
水
は
な
い
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
24
年
度
南
相
馬
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算

質　

疑　

鹿
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
内

に
２
池
汚
泥
仮
保
管
施
設
を
増
設

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
々
発
生

す
る
汚
泥
保
管
に
つ
い
て
、
ど
れ

く
ら
い
の
期
間
が
担
保
で
き
る
の

か
、
増
設
に
あ
た
り
近
隣
住
民
へ

の
周
知
と
理
解
に
つ
い
て
。

答　

弁　

発
生
日
量
は
、
原
町
第

一
下
水
処
理
場
で
2.1
ト
ン
、
鹿
島

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
0.3
ト
ン
合
計
で

2.4
ト
ン
、
来
年
い
っ
ぱ
い
と
見
込

ん
で
い
る
。
２
池
増
設
の
お
願
い

を
し
た
が
、
ま
だ
理
解
が
得
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、
今
後
も
辛
抱
強

く
説
明
し
、
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
24
年
度
南
相
馬
市
一
般
会
計
補

正
予
算

質　

疑　

都
市
防
災
推
進
事
業
に

つ
い
て
、
市
民
植
樹
祭
や
防
災
緑

地
整
備
事
業
に
関
連
す
る
造
成
は

津
波
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果

が
出
る
前
に
、
事
業
が
始
ま
る
よ

う
だ
が
、
関
連
事
業
も
含
め
事
業

の
手
順
は
。

答　

弁　

市
民
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
防
災
緑
地
が
必
要
で
あ

り
今
後
、
北
泉
海
浜
総
合
公
園
の

関
係
整
備
を
市
民
植
樹
祭
と
並
行

し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

質　

疑　

防
潮
林
、
防
災
林
の
整

備
に
係
る
財
源
に
つ
い
て
は
一
般

財
源
な
の
か
。

答　

弁　

北
泉
総
合
海
浜
公
園
は

都
市
公
園
で
あ
り
、
建
設
省
所
管

の
事
業
に
該
当
す
る
補
助
の
対
象

に
な
ら
な
か
っ
た
。
市
と
し
て

は
、
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に

市
単
独
費
で
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
。

質　

疑　

一
般
財
源
で
事
業
を
取

り
組
む
と
し
た
場
合
、
そ
の
後
の

延
長
部
分
も
含
め
る
と
総
額
５
億

円
を
超
え
る
事
業
費
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

答　

弁　

今
現
在
、
国
、
県
の
補

助
対
象
と
な
る
事
業
が
な
く
、
今

後
国
、
県
に
補
助
に
該
当
す
る
事

業
を
作
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
要

望
し
て
い
く
。

質　

疑　

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
利
活

用
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
常

磐
自
動
車
道
の
開
通
は
平
成
26
年

開
通
と
の
こ
と
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
の
完
成
の
時
期
に
つ
い

て
。又
、ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
早
期
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
ら
な
い
か
。

答　

弁　

常
磐
自
動
車
道
の
全
線

開
通
に
あ
わ
せ
て
、
平
成
26
年
度

を
目
標
に
事
業
を
進
め
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

は
、
現
在
、
早
期
設
置
に
向
け
て

手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

委
員
よ
り
防
災
緑
地
整
備
事
業
に

対
す
る
修
正
案
が
提
出

反
対
討
論　

本
事
業
は
津
波
に
流

さ
れ
、
平
地
に
な
っ
た
所
に
盛
土

し
、
緑
地
を
作
り
防
災
機
能
を
持

た
せ
る
も
の
で
あ
る
。
財
源
の
問

題
は
あ
る
が
、
防
災
対
策
に
つ
い

て
は
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
一
日

で
も
早
く
整
備
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
が
市
民
の
安
全
、
安
心
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
る
。

賛
成
討
論　

津
波
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
公
園
全
体
の
土
地
利
用

計
画
が
出
来
て
お
ら
ず
、
北
泉
及

び
金
沢
地
区
を
流
れ
る
河
川
及
び

市
道
等
の
防
災
対
策
も
欠
如
し
て

お
り
、
更
に
地
域
住
民
へ
本
事
業

の
説
明
や
協
議
も
な
い
ま
ま
に
補

助
の
無
い
多
額
の
一
般
財
源
を
投

じ
て
事
業
を
進
め
る
こ
と
は
、
見

せ
か
け
の
復
興
を
急
ぐ
余
り
の
事

業
で
あ
る
。

採
択
の
結
果
、本
修
正
案
は
可
決
。

審
査
の
結
果
、
修
正
案
を
除
く
部

分
は
、
原
案
の
通
り
可
決
。

被災した北泉海浜総合公園
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平
成
24
年
度
南
相
馬
市
一
般
会
計
補

正
予
算

質　

疑　

南
相
馬
市
復
興
市
民
植

樹
祭
開
催
事
業
に
つ
い
て
、何
故
、

こ
の
場
所
だ
け
に
防
災
緑
地
を
整

備
し
、
植
樹
祭
を
行
う
の
か
。

答　

弁　

こ
の
地
区
は
、
都
市
公

園
と
い
う
こ
と
で
、
国
・
県
が
防

災
林
等
は
こ
こ
に
は
つ
く
ら
な
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
こ
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
防
災
林
は

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
今
回
、

市
が
単
独
で
行
う
事
業
で
あ
る
。

質　

疑　

急
い
で
植
樹
祭
を
行
う

必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
事
業
の
進

め
方
と
し
て
性
急
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

市
民
か
ら
見
る
と
、
復

興
が
遅
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
復
興

が
見
え
な
い
と
い
う
声
も
よ
く
耳

に
す
る
と
こ
ろ
で
、
今
回
、
こ
の

場
所
で
植
樹
祭
を
す
る
こ
と
で
、

ま
ず
は
対
外
的
に
復
興
の
Ｐ
Ｒ
が

で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
盛
土
が
安
定
す
る
ま
で
の

期
間
と
し
て
２
ヶ
月
ほ
ど
が
必
要

で
あ
る
。
場
所
に
つ
い
て
は
、
保

安
林
の
か
か
ら
な
い
と
こ
ろ
と
い

う
こ
と
で
こ
の
位
置
と
な
っ
た
。

今
後
は
こ
れ
を
復
興
の
始
ま
り
と

し
て
、
こ
こ
か
ら
都
市
計
画
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
進
め
、
こ
れ
を
も

と
に
、
防
潮
林
を
つ
く
り
、
さ
ら

に
は
都
市
公
園
の
計
画
も
あ
わ
せ

て
行
っ
て
い
く
考
え
か
ら
こ
こ
に

な
っ
た
。

質　

疑　

学
校
給
食
検
査
体
制
整

備
事
業
の
審
査
に
つ
い
て
、
食
材

検
査
の
手
順
は
。

答　

弁　

前
日
に
納
品
を
し
て
、

前
日
に
検
査
を
し
て
い
く
と
い
う

も
の
で
、
そ
の
検
査
の
結
果
で
合

格
し
た
も
の
を
当
日
使
っ
て
い

く
。

質　

疑　

基
準
よ
り
も
上
回
っ
て

い
た
場
合
の
対
応
は
。

答　

弁　

今
年
の
４
月
か
ら
実
施

し
て
い
る
が
、
今
現
在
、
基
準
値

を
超
え
て
使
え
な
く
な
っ
た
と
い

う
食
材
は
無
く
、
仮
に
前
の
日
に

検
査
を
し
て
一
定
程
度
の
数
値
が

出
て
使
え
な
い
場
合
は
、
そ
の
食

材
を
使
わ
な
い
で
対
応
し
て
い

く
。

　

質
疑
終
結
後
に
委
員
か
ら
復

興
市
民
植
樹
祭
に
対
す
る
修
正

案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
額

２
千
519
万
円
を
予
備
費
に
繰
り
入

れ
る
案
が
示
さ
れ
、
質
疑
が
行
わ

れ
た
。

討　

論　

復
興
の
一
歩
と
し
て
、

植
樹
祭
を
や
る
こ
と
に
は
、
必
ず

し
も
反
対
は
し
な
い
が
、
現
在
、

市
民
が
一
番
望
ん
で
い
る
の
は
除

染
で
あ
り
、
防
災
集
団
移
転
等
の

住
宅
政
策
を
行
っ
た
後
に
植
樹
祭

を
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。
海
浜
公

園
の
調
査
も
こ
れ
か
ら
で
、
他
の

委
員
会
で
審
査
を
し
て
い
る
中
、

全
体
像
が
未
確
定
な
ま
ま
こ
の
植

樹
祭
の
場
所
だ
け
決
定
し
て
い
る

の
は
ち
ょ
っ
と
性
急
過
ぎ
る
こ
と

か
ら
、
修
正
案
に
賛
成
。

　

将
来
市
民
が
家
を
建
て
る
の
に

も
、
防
災
林
、
防
波
堤
が
な
く
て

は
心
配
だ
と
い
う
声
が
多
く
あ
る

が
、
都
市
緑
地
公
園
で
あ
る
こ
と

や
、
住
民
が
い
な
い
理
由
か
ら
、

国
・
県
に
お
い
て
防
災
林
の
事
業

を
行
わ
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の

地
域
に
も
、
防
災
林
は
必
要
で
あ

り
、
こ
の
場
所
で
植
樹
祭
を
行
う

こ
と
で
、
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
と
目
に

見
え
る
復
興
の
始
ま
り
と
す
る
意

義
は
大
き
く
、
市
民
も
そ
れ
を
望

ん
で
い
る
と
と
ら
え
、
来
年
３
月

を
予
定
し
、
準
備
な
ど
遅
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
修
正
案
に
反
対
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
修
正

案
可
決
。

南
相
馬
市
暴
力
団
排
除
条
例
制
定

質　

疑　

な
ぜ
今
こ
の
時
期
に
、

こ
の
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

答　

弁　

平
成
23
年
７
月
に
福
島

県
が
暴
力
団
の
排
除
条
例
を
施
行

し
、
そ
れ
に
倣
い
南
相
馬
市
も
直

ぐ
に
制
定
す
べ
き
だ
っ
た
が
、
震

災
等
の
関
係
で
現
在
に
至
っ
た
。

質　

疑　

暴
力
団
員
の
数
が
、
福

島
県
で
は
人
口
の
割
に
は
高
い
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
が
、
目

標
設
定
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
。

答　

弁　

県
全
体
で
は
48
団
体
で

１
千
100
名
で
、
南
相
馬
市
で
は
組

員
で
20
名
か
ら
25
名
。
交
友
者
が

数
名
い
る
と
警
察
署
の
ほ
う
に
確

認
し
た
。
目
標
は
ゼ
ロ
に
す
る
の

が
一
番
い
い
が
、
警
察
と
協
力
し

て
、
随
時
、
人
数
の
把
握
等
に
努

め
る
。

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

平
成
24
年
度
南
相
馬
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

質　

疑　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
で
、
新
た
に
助
成
の
対
象
と
な

る
７
歳
か
ら
18
歳
の
対
象
人
数

は
。

答　

弁　

市
全
体
の
18
歳
ま
で
の

人
数
は
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
６
歳
ま
で

が
３
千
339
名
、
７
歳
か
ら
12
歳
ま

で
が
３
千
699
名
。
13
歳
か
ら
15
歳

ま
で
が
１
千
860
名
、
16
歳
か
ら

18
歳
ま
で
が
１
千
867
名
の
合
計

１
万
765
人
に
な
り
、
今
回
計
上
し

た
の
は
鹿
島
区
の
被
災
者
以
外
の

対
象
者
で
、
鹿
島
区
286
人
を
見
込

ん
で
い
る
。

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
東
日
本
大
震
災
等
に
よ
る

被
災
者
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税

及
び
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

質　

疑　

30
キ
ロ
圏
外
の
津
波
被

害
を
除
く
方
を
含
め
て
対
象
と
し

た
場
合
の
影
響
額
は
。

答　

弁　

対
象
地
域
以
外
の
影

響
額
で
、
保
険
税
に
つ
い
て
は

１
億
８
千
235
万
円
ほ
ど
で
、
一
部

負
担
金
に
つ
い
て
免
除
し
た
場
合

は
、
２
億
４
千
356
万
円
程
度
の
試

算
と
な
る
。

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
審
査

暴力追放南相馬市民大会




